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	１　調査のテーマ
	「最上級表現の根拠表示に関する広告調査」
	２　調査の目的
	３　調査対象
	新聞広告や折り込みチラシ、自宅にポスティングされるチラシやフリーペーパー、ダイレクトメール、雑誌広告、街頭配布物やインターネット広告を調査対象とした。
	４　調査期間
	令和８年７月13日(月曜日)から同年７月26日(日曜日)まで
	５　調査方法
	消費生活調査員の身近にある調査対象の広告から、一般の消費者の多くが誇大な表現（嘘っぽい、信じがたい）と感じる最上級表現や、それにそえられている根拠表示の中で、最も問題があると思われるものを1点抽出することとした。
	６　調査結果

